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清水順市他
染矢ら7)は磁気センサーを用い、立ち上がり動作
で下肢部位の動きを測定し加速度を算出した。しか
し、上体の加速度と上体の重心位置から、立ち上が
り動作に必要な力を上体がどの程度発生きせたかの
報告は見当たらない。今後は、前方出力％あるいは
下方出力％が約0.7％と小さい人の、いわば効率が良
い立ち上がり方と、数値が３倍以上の2.5％で効率の
悪い人との、立ち上がり方を比較するためにも測定
項目を増やす必要がある。また、今回は伸展位保持
と仮定した脊柱の、曲がり角度を実測するなど計算
精度を高める必要もある。そこで、本実験で示され
た健常人における立ち上がり方の効率の差について、
実験方法を改良し、被験者を増やして今後も解析を
進めたいと考えている。
加速度計は床反力計よりも手軽に持ち運び使用で
きるため、今後は片麻揮患者での測定を進めるとき、
今回は分析しなかった左右の加速度が有効になると
考えられる。
％に対する下方出力％の成す角度（８）を三角関数
として、以下の式で順次算出し、図４を得た。
前方出力％=前方出力（N)÷体重圧(Ｎ)×100
下方出力％=下方出力(N)÷体重圧(Ｎ)×100
ｔaｎ（８）＝前方出力％÷下方出力％
算出した角度は水平から下方に向かって平均
43.5±10.0度であった。
また、各被験者の試算値を図５に示した。試算か
ら前方出力％、下方出力％ともに、0.7％から2.5％の
問にあり、成す角は水平に対して約30から60度下
方に向いた。前方出力％と下方出力％をShapiro-
WilkのＷ検定で見ると各々Ｗ=0.9334(p=0.3773）
とＷ=0.9052（p=0.1580）で前方出力％には正規』性が
あったが、下方出力％は正規』性を示しているとは言
えなかった。回帰式は以下に算定された。
前方出力％=0.6139-0.6708×下方出力％
（R2=0.318）
式の切片と傾きは分散分析でF=5.120（P=0.045）
で有意と検定された。この式による推定値と実測値
との差異を示す変動係数は、前方出力％=39.853,下
方出力％=37.681で、いずれも20より大きく、全体の
傾向は回帰式で示せるが、個人差が大きいとも理解
された。すなわち出力％で４倍、角度で２倍は、個
人差による事を否定できない。今後は、被験者を増
やし、個人差の有無とその要因を含めさらに検討す
る必要がある。
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図５．前方出力％と下方出力％の分布と発生した出力の方向
発生した出力は0.7％から2.5％で，出力の方向は水平から下
方に25°から65.に分散した．
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